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　 「人の世には三智がある。 学んで得る智、 人と交わっ

て得る智、自らの体験によって得る智がそれである。」

文豪・島崎藤村の一文です。自ら学ぼうとする姿勢を

持ち、様々な人と関わりを持つことで人として生きる

「智」が磨かれる、という意味です。これは、全連小

の掲げる「主体的・協働的に学び豊かな未来社会を創

る子どもの育成」そのものです。

　さて、これまで福井県小学校校長会はその時その時

の課題に真剣に向き合い、「三智」を積み重ねてきま

した。特に、長年にわたって取り組んできた、授業改

善、授業研究を中心とした教員の資質能力の向上は本

県の子どもたちの学力、体力の向上、生活習慣の定着

に大きくつながってきたと言えます。それらを根底か

ら支え、指導を積み重ねて、教育環境を実りあるもの

にしてきたことは、私たち校長会の誇りと言えるので

はないでしょうか。

　それらを踏まえた上で、本年度、県小学校長会には

四つの大きな課題があると考えています。

　一つ目は、「新学習指導要領の着実な実施」です。

　 「引き出す教育」「楽しむ教育」実現のために ICT

の活用も含めて、実践し、共有しながら、従来の日本

型学校教育を発展させ、令和の日本型学校教育の構築

を求めていく年になると思います。

　二つ目は、これまでの実践と ICT の最適な組み合

わせの模索です。

　これまで各学校で実践されてきた対面指導や子ども

同士での学び合い、多様な体験活動のノウハウを活か

しながら、ICT活用を通して、より協働的な学びを実

現し、多様な他者とともに問題発見 ･解決に挑む資質

能力を育成していくことが求められます。

　三つ目は、学校における「働き方改革」の推進です。

　我々校長がリーダーシップを発揮し、先生方が自分

の仕事に誇りを持ち、明るく、笑顔で、心にゆとりを

持って子どもたちと向き合えるために、さらに大胆な

改革が必要だと考えています。

　四つ目は、令和の日本型学校教育を担う新たな教師

の学びの姿の実現です。

　教師自身が自ら意欲的に資質能力を高めていくため

には、自ら学ぶテーマや課題を設定し、自分で選択し

て研修計画を立て、主体的に研修に取り組むことが重

要です。研修をより充実させるためには校長が人事制

度に関わる面談の場を活用し、「対話」によって個々

の研修計画を立てていくことが大切になります。　

　そのためにも私たち校長同士がより一層、情報と実

践を共有し合い、課題を明確にして、時代に対応でき

る学校経営につなげていくことが大切です。今年度も、

各校長が強くリーダーシップを発揮し、これらの課題

に取り組みながら、本県独自の教育を創り上げていく

校長会であり続けたいと考えます。

　今後、東陸大会や全連小への参加、各教科・領域の

研究会、８月の坂井地区での研究大会等が予定されて

います。各教育委員会をはじめとする行政機関や関係

機関との連携をとりながら、これらの各大会が充実し

たものとなりますように、県内校長１８４名全員で、

一致団結して取り組んでいきたいと思います。ご協力

をよろしくお願いいたします。

福井県小学校長会

　会長　　北　　 和 　幸
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　知事になり３年経ち、初めてこうした場を設けていた
だき、本当に感謝申し上げます。私が最初にこういう仕
事に就きたいなと思ったのは、先生だったなという気が
しています。人間を育てることにとても興味関心があり
ました。スペシャリストの皆様方の前で話すのは荷が重
いですが、ちょっと違う角度から教育についてお話をさ
せていただきます。
１　県政運営の基本原則
　私が一番力を入れている「徹底現場主義」。これは自
分が課題を知る基本になりとても大事だと考えていま
す。校長先生方がいらっしゃるそこが現場です。常々職
員に言っているのが「チャレンジ」。私たちは常にチャ
レンジをしなければいけない。物事を進める時は「チー
ムふくい」。私たちもプレーヤーになって全体で一緒に
なってやるということです。
２　福井県職員クレド　
　若手の職員を中心に議論をしながら決めました。「現
場」って本来の職場、「挑戦」って毎日するもの、「協
働」って仕掛けづくり、「創意工夫」って現状打破、
「効率化」って決める覚悟。学校経営でも大事な考え方
だと思います。クレドは行動規範で、職員一人一人が自
分の頭で考えて行動する、指示待ちする職員をつくらな
いことがポイントです。
３　教育に関する大綱と教育振興基本計画
　大きな柱は、個性と人づくりです。学力・体力日本一
の中でさらに個性を磨く、一人一人の子どもたちを育て
るところに力を入れていこうと。四つの重点施策「個性
を引き出す」、興味関心をもって「学びを楽しむ」、
「ふるさと教育」、先生方の「働き方改革」。授業は教
えられているだけでは響かない。なぜと考え始めるとす
ごく身に付く、それを形にしたのが、教育大綱、教育振
興基本計画になります。特に今、ふるさと教育に力をい
れています。ふるさとを知ることがアイデンティティを
明確にしていく上でとても大事だと思っています。そし
て「働き方改革」、先生が輝いてなければ子どもは輝け
ない。福井県でも先生のなり手が減って困っている。先
生になりたいと思ってもらえるような職場環境にしなけ
ればいけない。現場の校長先生方の力は極めて重要です。
４　校長のリーダーシップ
　リーダーの心構えとして一番大切なことは、自分の役
割。これが「伝える、決める、責任をとる」ことだと
言っております。「伝える」は、どんな方向に進むのか
明確にしないと組織は動かない。「決定する」「決める
ときに決める」、その上で管理職になると「責任をとら
ないといけない」ここは避けて通ってはいけない。マネ
ジメントでは、先生方一人一人、個人の能力を最大限引
き出す。「ハラスメントのない、心理的安全性が担保さ
れた職場」が最も重要です。それから「自らを律す
る」。校長先生方の場合は「覚悟」。最後は「責任をと
る」が一番重要になります。「小善は大悪に似たり、大
善は非情に似たり」。良い人でいようと思ってしまうと、

甘やかす方向に行ってしまう。管理職はこうだと決めた
時は最後まで一緒になってやるしかない。物事を大局的
にとらえ常に鳥瞰するということも心掛けてほしい。
「できること」をするのではなく、「すべきこと」をする
のです。すべきことは何かを考えると、どうしたらでき
るのだろうかと創意工夫ができます。
５　危機管理
　子どもたちは毎日いろんな課題を抱えて生きていま
す。まずは気づかないと物事は進められない。一人一人
に向き合うのが教員の役割で、個に応じた指導ができる
環境を作ってあげることが校長先生のマネジメントで
す。チームワークで救うため校内での報告や相談が大
切、その上で指導監督を徹底して、人任せにしないこと
も大事なのです。管理職は相手に任せっぱなしにしな
い、一所懸命にサポートしながら子どもと向き合ってい
ただくことが大事だと思っています。
６　ＤＸのさらなる推進
　昨年度急速に学校現場でＤＸが進み、一人一台パソコ
ンを１年間で揃え、授業の進め方が大きく変わりまし
た。合理的、効率的になり、意見の集約に時間がかから
なくなり素晴らしい進歩だと感じました。もう一歩先
は、教育の仕方を変える。家にも持ち帰って、宿題、い
ろんな勉強の仕方、全て、この新しいＤＸを使った教育
をどんどん進めていくことが一つの解決になっていくと
思います。人の一番素晴らしい能力は慣れること。大切
に扱うことを教えることも大事だと思います。
７　働き方改革
　県庁は男性の育児休業取得を徹底して進めています。
若い職員に相談してマニュアルを作り、令和３年度は
２７．４％になりました。「管理職が取らせなければな
らない」を目標としました。心理的安全性が高く、風通
しが良い職場が先生にとって働きやすく、子どもたちに
とっても先生がのびのび生き生きしているから勉強がし
やすい環境になると思っております。大事なことは、一
人一人の意識改革です。また制度として、教科担任制を
小学校においても進め、ＤＸの推進、外部人材の活用な
どで、目に見えて残業を減らすことが目標であり、やら
なければいけないことだと思っております。
おわりに
　座右の銘は「人に処すること藹然」。コミュニケー
ション能力とは、人の話を聞ける能力、人から話をして
もらえる能力だと職員に言っています。福井は「人が
宝」、個性を引き出す、子どもが興味関心を持って学び
を楽しむ、そして地域を探究して魅力を発信する。福井
県の教育は、ここにいらっしゃる先生方の双肩にかかっ
ています。未来ある子どもたちをのびのびと育てていた
だきますよう皆様方にお願いをし、また私どもとしては
最大限その環境を整えられるように努力をしていくこと
をお誓い申し上げ、本日の私の話を閉じさせていただき
ます。

福井県知事　　杉　本　達　治

夢と希望を持ち、福井を愛する
子どもの育成のために

第74回福井県小学校長学校運営研究大会（南越大会）知事講話概要
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　福井県小学校長会は、結成以来、本県の小学校教育
の充実・発展のため、真摯に研究と実践を積み重ねる
とともに教育諸条件の整備・充実に努め、多大な成果
をあげてきている。
　これからの社会は、Society 5.0 の実現に向けて急
速に変化するとともに、グローバル化・少子高齢化・
人口減少社会を迎え、労働構造も大きく変わっていく
ことになる。また、新型コロナウイルス感染症も収束
の見通しが立たない状況であり、新しい生活様式によ
る対応も今後も続くことが予想される。このような激
しく変化する社会の中で、小学校教育においても、正
解のない課題に立ち向かい、自立した人間として他者
と協働しながら価値の創造に挑み、未来を切り開いて
いく力の育成が求められている。本県においても「一
人一人の個性が輝く、ふくいの未来を担う人づくり～
子どもたちの「夢と希望」「ふくい愛」を育む教育の
推進～」を基本理念とする新たな「福井県教育振興基
本計画」が策定され、ふるさと福井への誇りと愛着を
持ち、自ら学び考え行動する力を育む教育が求められ
ている。
　こうした中にあって、学校は、持続可能な社会の担
い手の育成が求められ、新たな価値を創造し、社会を
生き抜く力を身につけるために、「知識及び技能」「思
考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力や人間性等」
といった三つの力をバランスよく育む教育を実現して
いかなければならない。そのため校長には、明確なビ
ジョンを掲げ、学校組織の活性化を図り、創意ある教
育課程の編成・実施・評価・改善に努めることが求め
られている。また、ふくいの風土に根付いた教育文化
のよいところを継承しつつ、子ども自身の個性に気づ
かせ、それを伸ばしていくような「引き出す教育」や、
好奇心や探究心を持って学びを自ら進んで「楽しむ教
育」を地域や家庭などとの幅広い連携・協働のもとで
推進していかなければならない。
　さらに、英語教育の拡充・強化や「ＧＩＧＡスクー
ル構想」の推進によるグローバル化に対応できる人材
の育成、いじめ等問題行動の防止に向けた人権教育と
道徳の教科化、質の高い教育活動を実現するための教
職員の資質能力の向上、特別支援教育の充実、教師が
子どもたちと向き合う時間の確保など、対応すべき重
要課題が山積している。また、危機管理体制の見直し、
安全指導の充実、関係機関との連携を強化した防災教
育の推進も喫緊の課題となっている。

　このような状況の中で、校長は、現状を深く認識し、
教育改革の動向を的確に把握しながら、リーダーシッ
プを発揮し、確かな計画と実行力をもって教育成果を
あげていかなければならない。私たちは、組織の総力
をあげて課題解決に努めるとともに、積極的に政策提
言を進め、もって県民・国民の信頼に応える必要があ
る。そのために、校長は自らの使命を自覚し、学び続
け、権限と責任のもとに、未来社会に夢と希望をもち、
たくましく生きる児童の育成を志向して、活力ある学
校・信頼に応える学校づくりに努めなければならない。
　以上の方針をふまえ、本年度は次の活動を重点とし
て推進する。

１ 学校経営の充実
２ 研究活動の充実
３ 持続可能な社会を担う児童に、「生きる力」を育む
　 教育課程の編成・実施・評価・改善
４ 教職員の資質・能力の向上
５ 教職員の定数や処遇の改善、働き方改革の推進

　これらの活動を推進するために、東海・北陸地区お
よび全国連合小学校長会との連携を一層密にして組織
活動の充実に努めるとともに、関係諸機関・団体とも
連携し、小学校教育に対する正しい世論の喚起に努め
る。

【主な委員会と活動事項】

１　専門委員会
　◇人事行財政対策委員会

　義務教育費国庫負担制度の堅持、教職員の基礎定

数及び加配定数の拡充、ＩＣＴを活用した教育の推

進のための専門職員の配置促進、教科担任制の導入

による教員の持ち時間数の削減、少人数学級の拡大

を目指す学級編制基準見直しの促進、退職時の処遇

の充実、働き方改革等のため対策・要請活動を行う。

　◇調査研究委員会

　今日の学校教育の課題や学校経営上の諸問題につ

いて調査研究し、対策に資する。

　◇教育研究委員会

　研究主題を設定し、研究活動の推進および教育研

究大会の企画推進を行う。

　◇編集広報委員会

　 「會報」の発行とホームページの更新により、情

報の提供、成果の報告等を行う。

２　特別委員会
　　必要に応じて設置する。

令和４年度

福井県小学校長会

活 動 方 針

主な委員会と活動事項

本年度の活動の重点
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（要望活動・人対資料）
　４月１９日　○第１回専門委員会

　　　　　　　（第１回小学校人対委員会）

　　　　　　　　正・副委員長選出、活動方針・内容に

　　　　　　　　ついて協議等

　５月　　　　○県教委と日程・話題等の連絡調整

　５月３０日　○第１回小中合同人対役員会

　　　　　　　・当日の運営、参加者について

　６月　　　　○各郡市でアンケートを実施、課題・提

　　　　　　　　言案等について集約・分析

　６月２１日　○第２回小中合同人対役員会

　７月　　　　○第１回小中合同人対委員会（書面審議）

　７月２６日　○第３回小中合同人対役員会

　　　　　　　　・当日の運営および提言等の最終協議

　８月１８日　○「県教育長と語る会」準備委員会

　　　　　　　　・話題、提言等について

　８月２４日　○「県教育長と語る会」

　９月　　　　○「県教育長と語る会」についての報告

１０月　　　　○全連小人事対策研究協議会参加（委員長）

　１月　　　　○第２回小中合同人対委員会

　　　　　　　　・全連小報告

　　　　　　　　・次年度に向けての課題の協議

（実態調査・調査報告）（全連小調査）
　４月１９日　○第１回専門委員会

　　　　　　　　正・副委員長選出、年間事業計画の作成

　　　　　　　　調査テーマ、内容（項目）について

　５月　　　　○調査内容についての会員の希望調査

　　　　　　　　郡市ごとに希望調査、全体の集計

　　　　　　　○第２回専門委員会

　　　　　　　　調査研究項目・内容の決定

　　　　　　　　調査方法・集計方法について

　６月　　　　○各郡市において調査の実施、集計

　７月　　　　○各郡市調査研究委員会

　　　　　　　　担当項目の考察作成

　８月　　　　○第３回専門委員会

　　　　　　　　調査結果の分析、考察検討

　　　　　　　　調査研究報告書の原稿作成

１０月　　　　○全連小調査研究協議会参加（委員長）

　　　　　　　○第４回専門委員会（正・副委員長）

　　　　　　　　原稿検討、調査結果分析、考察

人事行財政対策委員会

調査研究委員会

１１月　　　　○報告書のデータ配信（校長会ＨＰ）

　　　　　　　　県教委、地教委等へ報告書配付

　１月　　　　○本年度活動のまとめ（アンケート）

　　　　　　　○調査研究概要報告

　　　　　　　　各郡市調査研究委員が概要報告

（研究推進）（全国島根大会・東陸静岡大会）
　４月１９日　○第１回専門委員会

　　　　　　　　正・副委員長選出、事業計画案作成

　　　　　　　　県、東陸・全国教育研究大会について

　５月　６日　◯全連小・東陸石川大会参加申込

　６月１０日　○第２回専門委員会

　　　　　　　　県教育研究坂井大会について

　８月２５日　○県小学校長教育研究坂井大会

　　　　　　　　福井型８分科会で郡市発表、研究協議

１０月１３日　◯全連小島根大会

　　～１４日　　１３分科会・全体会・シンポジウム

１０月２７日　〇東陸静岡大会

　　～２８日　　１３分科会・全体会

　２月　　　　○第３回専門委員会

　　　　　　　　県教育研究坂井大会の反省等

　　　　　　　　令和５年度各研究大会の概要

（會報発行・ＨＰ更新）
　４月１９日　○第１回専門委員会

　　　　　　　　正副委員長選出、活動方針

　　　　　　　　各郡市原稿割当の確認・決定等

　　　　　　　　「會報」編集計画

　５月　上旬　○「會報」１１５号原稿依頼

　　　　　　　　県教委・校長講話執筆者・新任校長へ

　　　　　　　　の依頼

　　　　　　　○ＨＰ更新①

　６月３０日　○全連小広報担当者連絡協議会（委員長）

　７月１３日　○一次校正締切

　８月　上旬　○第１回編集企画会議（正副委員長）

　　　　　　　　二次校正・編集作業　　

　８月　下旬　○第２回専門委員会

　　　　　　　　「會報」１１６号企画・原稿依頼計画

　　　　　　　○「會報」１１５号発行

　９月　中旬　○「會報」１１６号原稿依頼

　　　　　　　○ＨＰ更新②

１２月　１日　○一次校正締切

　　　　下旬　○第２回編集企画会議（正副委員長）

　　　　　　　　二次校正・編集作業

　１月　下旬　○第３回専門委員会

　　　　　　　○「會報」１１６号発行

　２月　　　　○ＨＰ更新③

令和 4年度

専門委員会活動計画

教育研究委員会

編集広報委員会
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　　　みんなで「あさがお」カード

福井市清水南小学校長
吉　田　宏　樹

 （体育館でプロジェクターで大きく映して）
　 「あさがお」皆さんわ
かりますか？　玄関前に
ある１年生が植えたあさ
がおではありませんよ。
 （２枚目のスライドを映し）
合い言葉は、「心にあさが
お、笑顔のあさがお」です。
（うなずく児童）
　さて、あ、さ、が、お
のそれぞれの意味は何だ
ったでしょう。
 「あ」は「ありがとう」あたたかい気持ちですね。
 「さ」は「さすがだね」支え合う気持ちですね。
 「が」は「がんばってるね ｣感謝の気持ちですね。
 「お」は「応援してるよ」思いやりの気持ちですね。

 「心にあさがお　笑顔の
あさがお」を合い言葉に
皆さんが、いろいろな活
動をしたときに友達のよ
いところや頑張っている
ところを、カードに書い
て見つけることです。皆
さんはいくつ見つけられ
ましたか。校長先生は、
廊下に掲示されている皆
さんのメッセージを見る

のがとても楽しみです。それは、皆さんの新たなよいと
ころを発見できるからです。これからも皆さんも友達の
よいところをいっぱい見つけてください。
　さらに、皆さんは、それぞれいいところを持っていま
す。運動が得意な人、勉強
が得意な人、物をつくるの
が得意な人、特に得意なこ
とがないという人もいるか
もしれません。しかし、み
んなちがっていて、みんな
いいんです。友達に優しい言葉をかけることができる人
はとても素晴らしいです。これからもみんなのいいとこ
ろをたくさん見つけてください。そして、校長先生にも
みんなのよいところを教えてください。お願いします。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　全校児童６９名の小規模校であり、とても家族的であ
るといういい面があるが、人間関係が固定化しまいがち
である。自己肯定感や自己有用感を高めるため「あさが
お」カードを使っている。

　　　ふるさとの自然を感じよう

あわら市伊井小学校長
堂　下　敬　子

　今、伊井小学校の周りでは、このような光景が広がっ

ています。耳も澄ませながら見てくださいね。（動画視聴）

　動画には、どこま

でも続く黄金色のじ

ゅうたんが映し出さ

れていましたね。こ

れは何を育てている

と思いますか。・・・

正解は「麦」です。

　地域の人にお聞きすると、この麦は大麦で、その中で

も「六条大麦」という種類だそうです。麦茶に加工され、

これからの季節、たっぷり味わえますね。また、時々給

食に出る麦ご飯も、六条大麦が使用されています。

　私はさらに、六条大麦についてインターネットで調べ

てみました。すると大きな発見がありました。それは、

六条大麦を全国で一番多く生産している都道府県は、　

福井県だということです。それも、総生産量の約 4分

の１を占めています。また、市町村別ランキングにおい

ては、あわら市はなんと全国で第 5位です。すごいで

すね。

（この後、大麦の特長

等について説明：略）　　　　

　さらに楽しいお知らせ

です。今月、大麦の専門の

方に来ていただき、麦の茎でストローを作ります。プラ

スチックを使わないので、まさしく「伊井っ子ＳＤＧｓ」

です。自然の大切さについても教えていただけるので、

ぜひ自分にできることを考えていきましょう。

　私は麦畑を目の当たりにし、しばらくこののどかな田

園風景に見とれてしまいました。麦の穂が風に気持ちよ

く揺れて、ひばりの声や遠くから電車の走る音も聞こえ、

心がとても癒されました。伊井地区はなんて自然が豊か

なのだろうと、改めて感動しました。

　みなさんは、毎日どこを向いて歩いていますか。登校

の様子を見ると、下ばかり見て歩いている子が多いよう

に思います。もっと伊井地区に住んでいることを自慢に

思いながら、ふるさとの自然を感じ、周囲の風景の変化

を楽しんでほしいと思います。　　　　

　麦を刈り取った後は、そばや大豆を植えるそうです。

田んぼの稲も少しずつ伸びてきました。これからも、何

か素敵な発見がありそうですね。

校 長 講 話
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　前向きなやる気いっぱいの心で

敦賀市立松原小学校長
安　居　裕　之

　新しい学年・学級がスタートして１ヶ月が経ちました。

１年生も「うみのこ」の一人として、お友達と仲よく 

過ごしたり、勉強を頑張ったりしている姿を見ることが

できて、とても嬉しく 思っています。

　さて、１ヶ月前に皆さん には、「前向きなやる気いっ

ぱいの気持ちを持ち続けてほしい。」というお話をしま

した。この１ヶ月、その気持ちを持ち続けることはでき

ましたか。１ヶ月前のみんなのやる気にあふれた表情と

どう変わったかちょっと見せてもらいます。（前に出て

子どもたちの表情を見る。） 素晴らしいですね。まだま

だやる気いっぱいの表情がたくさんです。では、その気

持ちが本当かどうかちょっとこのボールで試してみまし

ょう。（バスケットボールを見せる）

  このボールをよく見てね。このボールが床に着いた時、

みんなには、手を一回叩いてもらいます。こんな風にね。

（ボールを床についてそれに合わせて手を叩かせる）そ

して、ボールを高く持ち上げたら、背筋を伸ばして良い

姿勢になります。（何度かやってみる）

　このボールはみんなのやる気いっぱいの心です。こん

な風に押すと高く跳ねて戻ってきますね。先生たちやお

家の方は、みんなに「ここまで頑張れ 。ここまででき

るようになってほしい。」という気持ちでみんなの心を

押してあげています。やる気いっぱいの心だと、ちゃん

とここまで跳ね返ってきますね。もしかすると、思って

いた以上に高く跳ねる心を持っている人もいるかもしれ

ません。

　でも、みんなの中にこんな心になってしまっている人

はいないでしょうか。（空気の抜けたバスケットボール

を見せる）この心は、やる気が抜けてしまっています。

ちょっと応援して押してみますね。（ボールをつくが跳

ね返ってこない）

　どうして、やる気が抜けてしまったのでしょう。病気

になったり、ケガをしたり、もしかしたら友達とけんか

したりして、やる気が抜けてしまったのかもしれません

ね。この心だと、いくら先生たちやお家の方が応援して

も、高く跳ねることはできません。今、こんな気持ちに

なっている人はいませんか。みんなでこのしぼんだ心を

やる気いっぱいにしましょう。（空気入れでボールに空

気を入れる）さあ、やる気いっぱいになりました。（何

度かボールをついて手を叩かせ、最後にボールを持ち上

げて姿勢を正しくさせる）

　これからもみんなのやる気いっぱいの心で、いろいろ

なことに頑張っている姿を楽しみにしています。

　　　ヘルプマーク

高浜町立和田小学校長
畑　田　憲　克

　  ( 実物を見せながら )

　この赤い札のようなものを

見たことはありますか？これ

は「ヘルプマーク」といいま

す。私たちが生活している

様々な場所では、外見からは

分からないけれども、援助や

支援、配慮を必要としている

方がいらっしゃいます。この

ヘルプマークを身に着けることによって、周りの人に援

助などが必要なことを知らせるマークなのです。

　2012 年、今から 10年ほど前に東京都でヘルプマー

クを身に着ける取組が始まりました。この取組は、現在、

全国へと広がっています。福井県でもこの取組を行って

いて、私たちの高浜町でもこのマークが必要な人は、申

請をすればもらうことができます。今持っているこのヘ

ルプマークも、高浜町保健福祉センターからお借りした

ものです。例えば足が悪くて車いすに乗っているとか、

腕の骨を折ってギプスを着けているとか、外見から分か

る病気やけがであれば、周りの人も助けがいるかもしれ

ないな、と考えることができます。でも、もし外見から

は分からない病気だった場合は、その人がつらくなって

座り込まないといけないなど、何か困ったことが起こっ

ても周りの人になかなか気が付いてもらえませんね。そ

ういうときに、このマークを身に着けていると、その人

が助けを必要としていることを周りに伝えることができ

ます。

　では、実際にこのマークを身に着けている人を見かけ

たらみなさんはどうしますか？ここにあるチラシにはこ

う書いてあります。「このマークを見かけたら、電車・

バス内では席を譲る、困っているようであれば声をかけ

るなど、できる範囲の手助けをお願いします。」

　どうですか？みなさんができる範囲の手助けでいいの

で、何か行動をしてほしいと思います。また、ヘルプマ

ークの裏には、病気のことや、困ったときにしてほしい

ことなどが書かれている場合があります。話しかけても

返事がないときには、ヘルプマークの裏面を確認するの

もよいでしょう。どちらにしても、困っている様子が見

られたら、声をかけるか大人の人を呼びましょう。小さ

い人は大人の人を呼ぶことがいいと思います。

　見た目では分からなくても、援助や配慮が必要な方は

いらっしゃいます。みなさんもこのマークの意味を知り、

もし困っている方を見かけたら、何か手助けができると

いいですね。
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新 任 校 長 の 言 葉

教職員が輝いていてこそ
福井市和田小学校長　勝木　孝一

　3月中旬、校長昇進との内示を受けて以来、｢教頭 ｣
という衣をまといながら、｢校長 ｣ の在るべき姿を模
索する日々には、あたかも羽化前のサナギのように ､
内面が変わっていく実感がありました。｢校長 ｣ とし
て羽化した姿は果たして ｢蝶 ｣なのか ｢蛾 ｣なのか。
　よく 1年間の区切りを航海に例えることがあります。
正にわが ｢ 和田小 ｣ 丸も、欠

3

け替えのい
3

ない 46 名の
教職員（クルー）とともに 4月 1日出港しました。着
任して改めて校務の幅広さが身に染み ､皆の協力が無
ければ成り立たない現実を実感しました。順風満帆こ
そ理想ですが、そうは問屋が卸してくれません。
　今後予想される大小さまざまな困難に対し、独りで
抱え込まず ､皆でシェアして乗りこえていく組織にな
らねばならないと思いました。児童が輝く学校になる
には ､まず彼らと関わる教職員が輝ける学校になるこ
とでしょう。
　そのために ､私は、皆がやりがいのある職場環境を
つくっていきたいと思い、スクールプランの中心には ､
児童と同じく ､教職員自身が、自己の成長と協働して
得る喜びを実感できる学校づくり・組織づくりを据え
ました。今、｢ 和田小 ｣  丸は ､  3 月 31 日の帰港を目
指して進んでいます。航路は教職員（クルー）と相談
しながら決めていくつもりです。羽化した校長が蝶で
あろうと無かろうと、私は今を精一杯生きるのみです。

みんなで、みんなが楽しいと思える学校に
永平寺町志比小学校長　西本　陽子

　第１回職員会議で「児童も教職員も『楽しい』と思
える学校にしたい。」という思いを話すと、次の職員会
議で先生方から「楽しい」をキーワードに提案が出さ
れました。スタートは、ワクワク感でいっぱいでした。
しかし、新学期が始まると、次々と課題が押し寄せて
きました。感染症への対応に追われたり、地区懇談会
を開かなければならない事案が発生したり ･･･。生徒
指導上の問題、教職員の個人的な問題、保護者対応等、
頭を悩ませる日々です。「大変な時こそ、チームで乗り
切ろう。」同僚性を発揮しながら協働で取り組むように
しています。家庭や地域の方々も協力的で、学校の応
援団はたくさんいます。感謝したいです。そして、何
よりの活力は、子どもたちの元気な「おはようござい
ます。」の声。「今日も学校に来てくれてありがとう。
がんばろうね。」の気持ちを込めて、毎朝一人一人に挨
拶をしています。
　さて、先日、校歌にも歌われている城山（通称じょ
やま）に、５年生と一緒に登ってきました。へとへと
になりながらも、山頂に到着した子どもたちは、実に
楽しそう。「学校が見える。恐竜博物館も見える。」と
歓声が上がりました。やはり、心が解放される楽しい
活動が必要です。今後も、教職員や子どもたちとともに、
みんなが楽しいと思える学校をつくっていきたいと思
います。

校 長 の 仕 事 と は
福井市下宇坂小学校長　堤　清忠

　先日、学校探検で校長室を訪れた１年生から「校長
先生はどんな仕事をしているのですか。」と突然聞かれ、
「（しばらく考えて）、校長先生は学校がうまくいくよう
にいろいろなお仕事をしています。」と答えました。そ
の後、もっとよい答えができなかったかと考えてみま
した。
　本校は児童数の減少により今年度から複式学級に、
教職員も２名減になりました。最初は教職員一人当た
りの業務が増えることを危惧していましたが、その心
配は無用でした。３月末の最初の企画委員会では、先
生方が明るく積極的に業務を引き受け、前向きな提案
をしてくれました。そして現在も、互いに相談し合っ
たり教え合ったりしながら、生き生きと業務にあたっ
てくれています。
　校長が自分でできることなんて限られているとつく
づく思います。つまり「実際に学校を動かしている教
職員一人一人にとって働きやすいやりがいのある職場
にすること」が一番大切なのだと感じています。これ
からも、先生方のやる気や思いを生かし、教職員も子
どもたちも輝けるような学校づくりができるよう、校
長としてできることすべきことに精一杯取り組んでい
く所存です。
　「校長先生の仕事は、皆さんも先生方もみんなが笑顔
で生き生きと通える楽しい学校にすることです。」
　次は、このように答えようと思っています。

塞　翁　が　馬
大野市下庄小学校長　下口真砂代

　【塞翁が馬】この言葉を揮毫した色紙を、ある女性か
らいただきました。コロナ禍で翻弄する日々を思い遣
ってか、ご自身の校長時代を振り返ってか、午年生ま
れで一喜一憂の激しい私をいさめてか、多くの意味を
含んで【塞翁が馬】は私の目の前に飾られています。
さて、10年以上も前に、私は修学旅行の事前手続きで
大きなミスをしました。校長は保護者への文書を作成
して「これでいくぞ！」と一言、教頭は「大丈夫なん
とかなる！」と背中を押してくれました。ミスについ
ての言及はありませんでした。この出来事は、有事に
頼れる管理職をめざす私の原点となっています。しか
し教頭時代は校長の傘に甘えていただけだったことを、
校長室に入った今、痛感しています。足りないものを
どう補うか？
　そこで、人や本から得た情報、ひらめきや予測シミ
ュレーションなどをノートに積み重ねることを始めま
した。その名も「ポンコツダイアリー」。２冊目に入っ
たこの「ポンコツダイアリー」は、困難や失敗で消極
的になったとき、立ち直る精神的回復の助けになるか
もしれません。楽天的なほど、どんと構えた心持ちで、
粘り強く突破する力を与えてくれるかもしれません。
【塞翁が馬】幸も不幸も受け入れて、一山ずつ超えてい
くことで自分の糧としたいと思います。
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　　　　　　　　５月の県小学校長学校運営研究大会を参集型で開催するなど、ようやく集まって話ができる日常が見えてきました。
　　　　　　　コロナ禍、互いの思いを伝え合ったり、情報を共有したりすることの必要性を改めて感じています。この「會報」や県
小学校長会ホームページでの発信がその一助になれば幸いです。「會報」１１５号を発行するにあたり、お忙しい中原稿執筆への御協
力を賜りました皆様には、深く感謝申し上げます。

編集後記

ありがとうの魔法
坂井市立三国西小学校長　近藤　光彦

　今年度初めての全校集会。コロナ禍ではありました
が、久しぶりに全校児童が体育館に集合することがで
きました。子どもたちは少し緊張気味ではありました
が、その中で着任後初めての講話を行いました。内容
は三国西小学校に魔法をかけるという話でした。魔法
の言葉は「ありがとう」、言った人も言われた人もみん
なが幸せな気持ちになることを話しました。そして、
そのような行動や言葉を意識し続けることで、一年後
にはすばらしい学校になっていることを期待している
と伝えました。
　次の日、六年生がタブレットのアプリを使用し、私
に送ってくれた全校集会の感想の中に「校長先生が魔
法をかけてくれたので、きっとこの一年間、ありがと
うがたくさん聞こえる明るい三国西小学校になると思
いました。」との記述があり、すぐにありがとうのコメ
ントを返しました。
　言葉にはとても不思議な力が秘められています。あ
りがとうの言葉で、心が穏やかになり、自分だけでな
く周囲の人も穏やかな気持ちになり、結果的に人間関
係が良くなるという好循環が期待できます。本校の学
校教育目標として掲げたように、家庭や地域が「あり
がとう」というキーワードでつながり、子どもたちの
未来につなげられるような、魅力ある学校づくりに努
めていきます。

不 思 議 な 挨 拶
敦賀市立粟野南小学校長　竹中　由紀

　毎日、子どもたちが下校するときには、校門に立っ
て見送っています。低学年の子どもたちが帰るときで
す。こんな不思議な挨拶に出会いました。
 「さようなら！　ただいま！」
　うん！さようなら！　えっ？？？ただいま？　みな
さん、どういうことだと思いますか？実は、本校の向
かい側、歩いて２０歩くらいのところに、学童保育が
あります。学童の代表の先生が、毎日私と一緒に校門
に立って、子どもたちを迎えてくださっているのです。
この不思議な挨拶の真相は、私に対しての「さような
ら」、学童の先生に対しての「ただいま」だったのです。
並んで立っているから、「さようなら！　ただいま！」
になったのですね。私は、この不思議な挨拶の謎が解
けたとき、子どもたちの素朴で純粋な心にふれたような
気がして、とても心が温かくなったのを覚えています。
　ＳＮＳ上で「文字」だけが飛び交い、真意が伝わり
にくいことの多い時代だからこそ、Face  to  Face で
交わす挨拶は、自分らしさや本当の気持ちを伝える上
で、最も有効なコミュニケーションツールの一つです。
本校のすべての子どもたちが、自分だけでなく相手の
心をも温かくする挨拶で、友達との心をつなぎ、豊か
な人間関係を広げていってほしいと願っています。

愛（あい）のある学校に
鯖江市豊小学校長　前川　史典

　鯖江市の西部、豊かな田園地帯の中に、円筒形の近
代的な校舎を備えた本校は位置しています。教頭とし
て2年間を過ごし３年目に校長へ。子どもたち、先生方、
校舎、地域への親しみと愛着がどんどん深まりつつあ
ったこのタイミングで、校長を拝命したことに心から
の感謝と大きな使命感を感じています。
　本校は、ふるさと教育や給食畑、見守り活動などで、
地域のおじいちゃんやおばあちゃんたちの協力や支援
が充分にいただける学校です。また、校舎は平成２７
年に新築したばかり。子どもたちも先生方も、地域や
校舎の恩恵に包まれて生活しています。少子高齢化と
言われて久しく、コロナ禍や戦争が勃発する世の中で、
このような温かく素敵な学校で教育に従事できること
は、おそらく奇跡に近いことかもしれません。
　入学式で私は１年生に、「豊小学校には、大切に守っ
てほしい『あい』があります。」と伝えました。「あい
さつ」「ありがとう」の「あ」と、一人一つずつ与えら
れている「いのち」の「い」。です。「学校にいるとそ
れは気づかないかもしれないけれど、豊小は『愛（あい）』
に包まれているよ。その愛（あい）を守り、それに応
えられるようがんばろう。」子どもたちと先生方に、そ
う伝えたかったのです。

蒔いた種を育てることで実を結ぶ
 小浜市立中名田小学校長　梶川　和則

　本校は、市の中心部から約 14Km離れた所にある全
校児童数２４名のへき地複式校 ( 完全複式 ) です。周
りを山に囲まれた自然豊かな地域で、桜をはじめ四季
折々の美しい花を眺めながら、児童は地域の方々の温
かい支えのもと、毎日元気に学校生活を送っています。
本校は、令和元年度福井県へき地複式教育振興研究大
会若狭大会において研究と実践を積み重ね、現在３年
の月日が経ちました。その時にやり始めたこと
(蒔いた種 )を、やり続ける (育てる )ことで、確実に
成果 ( 実を結ぶ ) が現われています。また、当時の取
組が軌道修正されながらも現在まで継続している持続
可能なものであることに当時の先進的な研究や実践が
見て取れます。このような中、現在子どもたちに関わ
る私たちにできることは何かを常に考えるようにして
います。その一つとして、本校の強みである地域連携
と豊かな地域資源を活かした ｢ふるさと学習 ｣があり
ます。ふるさとに愛着と誇りを持ち、ふるさとを大切
に思う子・ふるさとに貢献したいと思う子を育んでい
きたいと考えています。そのためにも、今しっかりと
種を蒔き、家庭・地域・学校が連携したチーム中名田
で育てていく必要があります。｢地域とともにある学
校 ｣を通して、ふるさとを愛する人で地域が賑わうと
いう実が結ぶことを楽しみにしながら ･･･。


